
九州圏における現状と課題九州圏における現状と課題 【【第２章第２章】】

21世紀前半の経済社会情勢の転換と九州圏の課題

・グローバル化の進展と東アジアの経済発展への対応

・本格的な人口減少・少子高齢化の進行と九州圏の自立的な発展

・安全・安心、環境・景観等への関心の高まりと地球温暖化等へ

の対応

・価値観、ライフスタイルの多様化と新たな活動主体の成長

・世界的な経済危機

九州圏の位置づけと圏土構造の特徴

・東アジア、近接地域等に開かれた九州圏

・基幹都市圏が適度に分散し都市と自然が近接する圏土構造

・九州圏全体を牽引し次世代を担う産業の集積

・離島を抱く外洋に囲まれ、急峻な山地と急流河川、豊かな

森林・清冽な水資源に恵まれた自然環境

新たな九州像新たな九州像 【【第３章第３章】】

１ 東アジアの成長と連動し自立的に発展する九州圏の形成

２ 豊かな自然と都市的利便性を享受し多様な活躍の場を創出する九州圏の形成

３ 安全・安心で美しく誇りが持てる九州圏の形成

計画策定の意義と計画の性格計画策定の意義と計画の性格 【【第１章第１章】】

１ 九州圏の自立に向けた圏土の基礎づくり（三層からなる自立圏の創造 等）

２ 多彩な人材・担い手の確保と多様な主体の参加・連携

１ 九州圏の自立に向けた圏土の基礎づくり（三層からなる自立圏の創造 等）

２ 多彩な人材・担い手の確保と多様な主体の参加・連携

戦略展開の基本的な考え方戦略展開の基本的な考え方 【【第４章第１節第４章第１節】】

・九州圏が個性ある国際交流・連携、
協力を行うための一定のまとまりあ
る圏域として九州全体で一体的な発
展を図るための自立圏域

・適度に分散した基幹・拠点都市圏と多
自然居住地域の交流・連携による豊か
な生活環境を実現するための自立圏域

・人口減少下であっても生活関連サービ
スを維持し、地域社会の機能や活力を
確保するための自立圏域

■■基幹都市圏と基幹都市連携軸（イメージ）基幹都市圏と基幹都市連携軸（イメージ） ■■生活中心都市と生活文化交流軸（イメージ）生活中心都市と生活文化交流軸（イメージ）■■拠点都市圏と都市自然交流軸（イメージ）拠点都市圏と都市自然交流軸（イメージ）

凡 例

流域連携

内海連携

海洋・島しょ連携

拠点都市圏の中心的都市凡 例

基幹都市圏の中心的都市

基幹都市圏

基幹都市連携軸

生活中心都市

基礎生活圏

生活文化交流軸

凡 例

１ 東アジアと我が国との関係をリードする魅力ある国際交

流フロンティアの形成

２ 九州圏の持続的な成長を実現する成長型・牽引型産業群

の形成

３ 東アジアへの近接性等を活用したフード・観光アイラン

ドの形成

４ 新たな発展を実現する東アジア、広域ブロックとの交流

・連携の推進

５ 東アジア、近畿圏以西と直結する九州新幹線の整備イン

パクトの最大化

東アジアへのフロントランナーとして
発展する九州圏の形成

１ 多極型圏土構造の極となる個性的で魅力ある基幹都市圏

の形成

２ 文化・知識集約化による創造的都市の形成と多彩な人材

の育成

３ 九州圏の一体的な発展を実現する基幹都市連携軸の形成

基幹都市圏を核とした多極型圏土
構造と九州圏の一体的な発展

１ 減災の視点も重視した災害に強い地域づくり

２ 安全で安心な暮らしを支える広域セーフティネットワー

クの形成

３ 美しく自然豊かな環境・景観に親しみ継承していく地域

づくり

４ 我が国を先導する環境負荷の少ない環境先進圏の形成

５ 地球環境に優しく持続可能な低炭素社会・エネルギー先

進圏の形成

災害・環境ハザード最前線における
安全・安心で美しい九州圏の形成

１ 広域的な都市的利便性を実現する拠点都市圏の形成と集

約型都市構造への転換

２ 水・緑・食・安全等の互恵関係を実現する都市自然交流

軸の形成

拠点都市圏と多自然居住地域の
交流による都市自然交流圏の形成

１ 生活支援機能の維持・向上等を実現する基礎生活圏と生

活文化交流軸の形成

２ 誰もが安心とゆとりを実感できる子育て・生活環境の形

成

３ 生活活動に密着した地域産業の新たな展開

生活中心都市を核とした安心で
ゆとりある基礎生活圏の形成

１ 地理的制約を克服する生活イノベーションの展開

２ 離島地域における海洋性気候等に恵まれた豊かな定住環

境の形成

離島・半島、中山間地域等の地理的
制約を克服する豊かな定住環境の形成

１ 恵まれた地域資源を活用した先導的で創造性あふれる地

域づくり

２ 多様な活動主体を基軸とした地域づくりと地域の担い手

育成

九州圏の各地域の個性を活かした
先導的な地域づくり

１

２

３

４

７

戦略目標に沿った広域連携プロジェクト戦略目標に沿った広域連携プロジェクト 【【第５章第５章】】

新たな九州像の実現に向けた戦略目標新たな九州像の実現に向けた戦略目標 【【第４章第２節第４章第２節】】
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２

３

４

５

６

７

災害・環境ハザード最前線における安全・安心で美しい九州圏の形成

東アジアへのフロントランナーとして発展する九州圏の形成

基幹都市圏を核とした多極型圏土構造と九州圏の一体的な発展

拠点都市圏と多自然居住地域の交流による都市自然交流圏の形成

生活中心都市を核とした安心でゆとりある基礎生活圏の形成

離島・半島、中山間地域等の地理的制約を克服する豊かな定住環境の形成

九州圏の各地域の個性を活かした先導的な地域づくり

・国・地方公共団体の連携、地域住民・民間主体の活動促進、関係組織・市町村等との調整に十分留意

・進捗状況の検証と計画評価・見直し

計画の効果的な推進計画の効果的な推進 【【第６章第６章】】

６

５

九州圏広域地方計画 構成図

１

九州自立広域圏 都市自然交流圏 基礎生活圏

資料１－３



広域連携プロジェクト
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１．東アジアと我が国との関係をリードする
魅力ある国際交流フロンティアの形成

（１）九州圏の個性と魅力を創出する国際交流・
協力の推進

（２）東アジア（環黄海）経済圏の確立とアジア
規模の知的拠点の形成

２．九州圏の持続的な成長を実現する
成長型・牽引型産業群の形成

（１）カーアイランドの形成
（２）シリコンアイランドの形成
（３）基幹産業、成長型・牽引型産業の発展
（４）次世代に向けた成長期待産業の育成

３．東アジアへの近接性等を活用した
フード・観光アイランドの形成

（１）フードアイランドの形成
（２）観光アイランドの形成

４．新たな発展を実現する東アジア、
広域ブロックとの交流・連携の推進

（１）東アジア交流軸、広域ブロック連携軸の形成
（２）東アジア等へのゲートウェイ機能の強化

個別の施策・事業等の概要

①九州圏を舞台とした国際的なイベントの推進／国内外の自治体間における国際交流・連携の推進／国
際的な芸術文化、スポーツ等の交流拠点の整備・充実
②技術・経験を活かした国際協力・貢献の推進／草の根レベルでの国際協力・貢献の推進
③アジア・太平洋地域における人材育成機能の充実

①国際的な産業・経済交流の推進／国内外の自治体間における産業・経済交流の推進／アジアにおける
国際的な研究開発・技術拠点の形成、強化
②外国企業の九州圏への立地の促進／外国人が安心して生活できる環境の整備
③アジア等から留学生を始めとする海外の高度な人材の活用と地場企業への就職を促進

①北部九州において自動車関連産業の集積に向けた産業基盤の整備／北部九州の優位性を九州全域に波
及させるための産業基盤の整備／九州圏における域内調達率の向上／自動車生産を支える専門人材・
高度技術者の育成
②半導体クラスターと自動車関連産業の融合の促進／水素技術研究の集積を活かした次世代自動車の研
究開発拠点の形成

○世界市場で通用する製品・技術分野の確立と生産拠点の形成／新産業分野への展開の支援／世界で通
用する高度専門人材・高度技術者や即戦力となる人材の育成

①東アジアへの輸出と食の安定供給を支える高品質で個性的な農林水産物の生産地づくり／食の安定供
給を支える競争力の高い経営・生産基盤の強化等／付加価値を高める九州ブランドの確立／異業種・
産学官連携による農林水産業・食品産業の新たな展開

②有機農業者等による生産の促進／生産から流通・販売までの一貫した食の安全・安心対策の推進／安
全・安心な食に関する理解促進
③海外の重点的な市場開拓／九州圏が一体となった展示会・商談会及び情報発信等の推進／輸出先にお
ける品揃えや食品鮮度の確保／観光産業、外食産業等との連携

①地域資源を発掘・活用した魅力あふれる観光圏の形成／海洋・海峡を介した国際的な観光圏の形成／
広域的な連携による観光地の魅力向上
②九州独自の魅力あふれるテーマに沿った広域観光ルートの形成等による新たな観光資源の創造／九州
圏が一体となった情報発信の推進／国際交流の拡大を通じた観光振興
③観光地へのアクセス等を支える交通基盤の整備／外国人が安心して旅行できる環境の形成

①環黄海地域における国際的なネットワークの形成／東シナ海における国際的なネットワークの形成
②西瀬戸地域における海を介した多様なネットワークの形成／関門地域、南九州における海を介した多
様なネットワークの形成

①空港機能の強化／国際物流機能の強化／空港、港湾へのアクセス機能の強化
②貨物量の増大と物流コストの低減／リードタイムの短縮など効率的な物流体系を構築するための取組
③情報ネットワークの利活用

①基幹産業の高度化、新産業分野への展開／基幹産業における次世代の人材育成と技術継承
②九州各地における国際競争力を高める産業基盤の整備

①九州各地の技術・資源等を活かした特色ある環境・リサイクル関連産業の振興／地球温暖化対策ビジ
ネスのアジア地域への展開
②次世代の太陽光関連産業の集積拠点の形成／水素利用先導地域の形成による事業化・実用化の推進／
新エネルギー産業の実用化・事業化の推進
③産業用ロボットの高度化・高機能化の推進／次世代のサービスロボットの実用化・市場創出の促進
④九州各地の技術・資源等を活かした特色あるバイオ関連産業の振興／新産業の創出と産業クラスター
活動の促進
⑤情報サービス産業の集積環境の形成／コンテンツ産業を担う創造的な人材の育成
⑥航空宇宙関連産業等の立地促進、海洋エネルギー資源の研究開発拠点の利活用等の推進
⑦九州圏において特徴的な先端基礎技術等の研究開発拠点の整備等の取組

施策・事業等の分野

①アジアとの交流を基軸とした国際交流・協力の一層の推進
②アジアの共通課題解決に向けた国際協力・貢献の推進
③国際交流・協力を支える国際感覚豊かな人材の育成・強化

①東アジア（環黄海）を基軸とした産業・経済交流の推進
②九州圏の経済活性化を実現する投資交流の促進
③国際的な産業・経済交流を支え、企業の競争力を高める高度
人材の確保

（１）

（２）

①九州圏の成長を牽引する自動車生産拠点の形成
②次世代自動車の研究開発・生産技術拠点の形成

（１）

（２）

①東アジアへの輸出と食の安定供給に応える高品質で個性的な
食料生産地の形成
②安全・安心で環境にも配慮した食料生産地の形成
③東アジア等における新たな市場開拓

①東アジア・国内等における一大観光地づくり
②国内外の新たな観光ニーズに対応した観光振興
③誰もが快適な旅行を実現する環境づくり

（１）

（２）

①東アジアと九州圏の各地域を結ぶ東アジア交流軸の形成
②他の広域ブロック等と九州圏の各地域を結ぶ広域ブロック連
携軸の形成

①東アジアへのゲートウェイ機能の充実・強化
②北部九州における国際物流機能の強化
③東アジア等との日常的な情報交流、ビジネス環境の形成

（１）

（２）

①造船産業、素材系産業等の基幹産業の振興
②成長型・牽引型産業の発展に向けた横断的対応

（３）

①環境・リサイクル関連産業の振興
②エネルギー関連産業の振興
③ロボット産業の育成
④バイオ関連産業の育成
⑤情報・コンテンツ産業の振興
⑥航空宇宙産業・海洋関連産業の育成
⑦成長期待産業の育成に向けた高度な基礎技術の集積

（４）

○世界市場を見据えたシリコンアイランドの形成

５．東アジア、近畿圏以西と直結する
九州新幹線の整備インパクトの最大化

①九州新幹線の全線開通に向けた基盤整備
②九州新幹線の整備による交流人口・ビジネス人口の増加、商
圏・通勤圏等の拡大
③増加する交流人口を広域的に広げる対策
④新幹線沿線等における魅力や知名度の向上を目指した取組

①九州新幹線鹿児島ルート・長崎ルートの全線開通に向けた駅周辺地域の市街地整備
②来訪者の増加による地域の活性化／商圏・通勤圏等の拡大／九州新幹線長崎ルートの整備効果の発現
③新幹線駅から周辺地域への公共交通の利便性の向上／九州新幹線の整備を見据えた魅力ある観光・周
遊ルートの形成／新幹線駅から周辺地域へのアクセス向上
④東アジアの主要都市をターゲットとした取組／新幹線駅から直接交流が可能となる近畿以西の主要都
市をターゲットとした取組

１

九州圏広域地方計画 広域連携プロジェクト 構成イメージ

２



１．減災の視点も重視した
災害に強い地域づくり

災
害
・
環
境
ハ
ザ
ー
ド
最
前
線
に
お
け
る

安
全
・
安
心
で
美
し
い
九
州
圏
の
形
成

２．安全で安心な暮らしを支える
広域セーフティネットワークの形成

３．美しく自然豊かな環境・景観に親しみ
継承していく地域づくり

１．多極型圏土構造の極となる
個性的で魅力ある基幹都市圏の形成

（１）多極型圏土構造の極となる基幹都市圏の形成
（２）高次都市機能が高度に集積する基幹都市圏の

形成

２．文化・知識集約化による
創造的都市の形成と多彩な人材の育成

（１）文化芸術等による創造的都市の形成
（２）知識集約型の多様な産業の創造と多彩な人材

の育成・確保

３．九州圏の一体的な発展を実現する
基幹都市連携軸の形成

（１）基幹都市圏を中心に交流・連携を繰り広げる
基幹都市連携軸の形成

（２）基幹都市連携軸を支える高速交通基盤の整備
（３）高度な情報通信技術の利活用環境の総合的な

整備

基
幹
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市
圏
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た
多
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○アジア交流広域都市圏とその中心となる福岡・北九州都市圏の形成／その他の基幹都市圏の形成を目
指した展開

（１）

①基幹都市圏における高次都市機能の充実・強化
②基幹都市圏における暮らしやすさの向上

（２）
①高次都市機能の充実・強化の受け皿となる良好な市街地の形成／都市のコンベンション機能の強化／
個性ある地域文化の創造やスポーツ・レクリエーションの振興
②都市内交通の円滑化／快適で魅力的な都市空間の形成／快適で住みやすい居住空間の形成

○創造的な文化芸術活動等を支える都市環境の形成／創造的な文化芸術活動の振興や九州圏が一体とな
った情報発信の推進

（１）

①知識集約化による創造的都市の形成
②時代の潮流に的確に対応できる多彩な人材の育成・確保

（２）
①地域の発展の原動力となる大学、研究開発機関等の高度な集積環境の形成／地域の研究開発ポテンシ
ャルを結集し、新たな産業の展開に結びつける取組／大学等の技術シーズを産業化に向けて展開する
ための取組
②潮流変化に対応した人材の育成・確保／専門的・技術的分野の人材の育成／起業家等の活躍の場の創出

○九州北部地域における国際色豊かな一体的圏域の形成／九州中央の諸都市が縦に連なる地域における
交流・連携の一層の推進／東九州地域における魅力ある産業、文化軸の形成／九州横断地域における
新たな産業、文化軸の形成

（１）

（２）
○基幹都市圏間等を連結するための高規格幹線道路等の整備／高速バスロケーションシステムを活用し
た公共交通結節点強化／九州新幹線の整備

（３）
○高度な情報通信技術の利活用の総合的な推進／高度な情報通信技術の利活用を支える情報通信基盤の
整備

①洪水等による災害の発生防止対策の推進／火山噴火、豪雨等による土砂災害防止対策の推進／津波・
高潮等による災害の発生防止／再度災害の防止に向けた対策の重点化／地域の実情に応じた減災対策
②災害時における避難・緊急輸送等の円滑化／公共施設等の適切な維持管理等
③平常時からの災害予防・減災、事前準備等の対策の強化／発災時における災害応急対応に向けた対策
の強化／発災後における情報共有、災害復旧・復興に向けた対策の強化／地域防災の担い手の育成

①災害に強い地域づくりの実現に向けたハード対策の推進
②災害・緊急時における公共施設等の機能維持・強化
③減災の視点も重視したソフト対策の強化

①防災、危機管理体制における広域的な連携強化／大規模災害時の対応における情報共有・連携の強化
／国民保護計画に基づく広域応援体制の整備・強化／甚大な災害による経済的・社会的被害の軽減
②災害時・緊急時の救急医療における広域的な連携強化／救急医療体制の充実／高度医療体制の強化
③安定的な水資源の確保における広域的な連携強化／地震等の自然災害や施設事故等の緊急時の対策

①安全で安心な暮らしを支える防災・危機管理体制の機能強化
②九州圏のどこに住んでいても、救急・高度医療を受けられる
生活環境の形成
③北部九州における安定的な水資源の確保

①特に重要な地域の自然環境の保全、適切な利用等／貴重な自然環境の保全
②エコロジカル・ネットワークの形成（国際的な観点）／エコロジカル・ネットワークの形成（広域的
な観点）／生態系や生物多様性の保全
③自然体験・環境学習等を行うため場を創出するための取組／自然とのふれあい、レクリエーションの
場の創出
④総合的な土砂管理に向けた検討／透水性舗装の採用、多自然型川づくり、自然素材の活用等の推進

①豊かな自然環境・景観の保全
②人と自然が共生した九州圏の形成
③自然環境保護の意識醸成
④国土管理、生態系の保全等に配慮した公共事業の実施

広域連携プロジェクト 個別の施策・事業等の概要施策・事業等の分野

○規模や特性に応じた多極型圏土構造の極となる基幹都市圏の
形成

○文化芸術等による創造的都市の形成

○基幹都市圏を中心に交流・連携を繰り広げる基幹都市連携軸
の形成

○基幹都市連携軸を支える高速交通基盤の整備

○高度な情報通信技術の利活用環境の総合的な整備

４．我が国を先導する
環境負荷の少ない環境先進圏の形成

５．地球環境に優しく持続可能な
低炭素社会・エネルギー先進圏の形成

①循環型社会の実現に向けた広域的な拠点を形成するための取組／３Ｒ（リデュース・リユース・リサ
イクル）の普及促進／廃棄物の適正処理
②閉鎖性海域の保全に向けた総合的な対策／河川、海域、湖沼等の水質保全／水環境保全活動の促進
③都市部における雨水、下水処理水の有効利用／地下水の保全と適正な利用
④森林環境税等の活用による森林の再生／竹林の伐採整理／耕作放棄地の適正管理

①我が国でも先導的な循環型社会の構築
②良好で持続的な水循環系の形成
③水を大切に使う循環型社会の形成
④公益的機能の発揮が期待される森林、農用地等の適正な管理

①豊富な地域資源を活用した再生可能エネルギーの導入・普及の推進／温室効果ガスの排出源対策の推
進／温室効果ガスの吸収源対策の推進
②水素エネルギー社会の実現を目指した取組の推進／低炭素型都市構造への転換を目指した対策の推進
／エネルギー利用の合理化等による産業部門の省エネルギー対策の推進／高効率なシステムの導入等
による民生部門の省エネルギー対策の推進／物流の効率化等による運輸部門の省エネルギー対策の推
進／交通流対策の推進
③電力等の安定供給と低炭素化の推進
④気候変動の影響への早期対応／地球温暖化や資源・エネルギー対策の普及啓発

①豊富な地域資源を活用した先導的な新エネルギー対策の推進
②産業・民生・運輸部門や都市構造等における総合的な省エネ
ルギー対策の推進
③低炭素社会の実現に資する我が国でも最先端のエネルギー供
給需給構造の構築実現
④全国よりも早く地球温暖化に伴う亜熱帯化などの影響を受け
る圏域としての対策

２

３

九州圏広域地方計画 広域連携プロジェクト 構成イメージ

３



九州圏広域地方計画 広域連携プロジェクト 構成イメージ

広域連携プロジェクト 個別の施策・事業等の概要施策・事業等の分野

１．広域的な都市的利便性を実現する拠点
都市圏の形成と集約型都市構造への転換

（１）広域的な都市的利便性を実現する拠点都市圏
の形成

（２）集約型都市構造への転換

２．水・緑・食・安全等の互恵関係を
実現する都市自然交流軸の形成

（１）山岳、流域、沿岸海域等を介した都市自然交
流軸の形成

（２）都市と農山漁村等との交流や魅力ある二地域
居住、定住環境の形成

（３）都市自然交流軸を支える交流基盤の整備

拠
点
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市
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と
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①多自然居住地域における市街地整備、都市内交通の円滑化／地方拠点都市地域の整備
②ユニバーサルデザインに配慮した施設整備や公共空間のバリアフリー化／都市防災、防犯機能の強化
／美しいまちなみや都市景観の形成

（１）
①拠点都市圏における都市機能の充実・強化
②安全で快適なまちづくりの推進

（２）
○大規模集客施設の適正立地の促進／中心市街地における都市機能の集約化の促進／まちなか居住の推
進／公共交通の利便性の向上及び利用の促進

○山岳地域と拠点都市圏との多様な交流・連携軸の形成／各流域圏における多様な交流・連携軸の形成
／沿岸海域の一体的発展を目指した圏域の形成／海洋・島しょ等を介した交流・連携機能の強化

（１）

（２）
○農山漁村・農林水産業体験、地域特産物の提供、自然景観の保全／受け皿づくりとしての生活環境の
形成、受け入れ体制づくりとしての住宅・雇用環境等の整備

（３）
○拠点都市圏と多自然居住地域を連結するための地域高規格道路の整備／地方鉄道の存続・再生、バス
路線の維持、旅客船・フェリー等の利用促進

○集約型都市構造への転換

○山岳、流域、沿岸海域等を介した都市自然交流軸の形成

○都市と農山漁村等との交流や魅力ある二地域居住、定住環境
の形成

○都市自然交流軸を支える交流基盤の整備

１．生活支援機能の維持・向上等を実現する
基礎生活圏と生活文化交流軸の形成

（１）生活支援機能の維持・向上等を実現する基礎
生活圏の形成

（２）生活・文化・活動等の一体化を促進する生活
文化交流軸の形成

２．誰もが安心とゆとりを実感できる
子育て・生活環境の形成

３．生活活動に密着した地域産業の新たな展開

（１）成長期待産業の育成や地域産業の新たな展開
（２）農業の新たな展開
（３）林業の新たな展開
（４）水産業の新たな展開
（５）観光産業の振興

生
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①生活支援機能の充実・強化の受け皿となる良好な市街地の形成
②生活中心都市における都市機能の集約／生活中心都市のにぎわいの創出／公共交通機関の利便性向上
③快適な居住環境の形成／個性あるまちづくりを通じた都市の魅力と活力の創出
④農業集落排水及び農業生産基盤が一体となった農村生活環境の整備

（１）

①多自然居住地域間を中心に交流・連携を繰り広げる生活文化
交流軸の展開
②生活文化交流軸を支える交流基盤の整備

（２）
①南九州地域における魅力ある交流圏の形成／九州中央山岳部における地域の一体的発展／県際地域に
おける県際交流の積極的な推進
②基礎生活圏間を連結するための交通基盤の整備

①地域社会の子育て支援体制の充実・強化／妊娠・出産から子育てまでの医療体制の充実／子どもの健
全な成長と豊かな人間性を育くむ取組の推進／仕事と家庭の両立支援（仕事側における対策）／仕事
と家庭の両立支援（育児側における対策）
②障害福祉サービス等の計画的な基盤整備／広域的な小児医療体制の確立／住宅確保の困難な者の居住
安定化／福祉人材の育成・確保／ユニバーサルデザインに配慮した生活環境の形成（公共交通、歩行
空間）／ユニバーサルデザインに配慮した生活環境の形成（住宅、建築物）／ユニバーサルデザイン
に配慮した生活環境の形成（心のバリアフリー）
③高齢者、障害者等の就業機会確保のための環境整備／高齢者、障害者等の生きがい、ふれあい、健康
づくりのための取組

①安心して子どもを生み育てることができる環境の形成
②誰もが安心して暮らせ、活動できる生活環境の形成
③高齢者等が意欲に応じて社会参加活動を行い、健康で生きが
いを持てる生活環境の形成

①医商連携による高齢者・育児支援サービスの充実
②地域企業の潜在力が発揮できる環境整備／地域企業の競争力の強化／地域企業の技術力の向上／産業
の高度化、新産業分野への展開／家具や窯業等の伝統産業の振興

（１）

（２）
①優良農地の確保／農用地の有効利用の促進／農業経営の安定化・効率化と農業経営者の一定の所得水
準の確保／農業の次世代の担い手等の確保・育成／鳥獣被害への対応／近年の原油・穀物等の価格変
動にも対応できる農業構造の確立
②農業の技術開発や新たな技術の導入・活用／安全で安心できる農産物の安定的な供給の推進／産地ブ
ランドづくりの推進

（３）
○林業の適切な整備を通じた木材の安定供給／国際的にも競争力ある地域材の供給体制の整備／林業の
担い手の確保・育成／地域材の利用促進

①基礎生活圏における生活支援機能の充実・強化
②生活中心都市におけるにぎわいの再生
③若者の定着やＵＪＩターンの促進
④個性的で魅力ある農山漁村の整備

（４）
○水産業の生産性の向上と水産資源の持続的利用の促進／国際的にも競争力ある流通加工体制の整備／
水産物の高付加価値化と新たな事業展開／水産業の担い手の確保のための取組／近年の原油価格変動
にも対応できる漁業構造の確立

（５）
○地域の観光資源を活かした魅力ある観光地づくり／今後求められる観光サービス分野への転換／地域
における観光人材の育成

①今後の成長が期待される生活充実型のサービス産業の振興
②地域産業の振興による多様な雇用機会の創出

①食料の自給力強化・安定供給と多面的機能の確保
②農産物の高付加価値化と新たな事業展開

○林業の新たな展開

○水産業の新たな展開

○観光産業の振興

４

５

４



１．地理的制約を克服する
生活イノベーションの展開

２．離島地域における海洋性気候等に
恵まれた豊かな定住環境の形成
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①都市部へのアクセス条件の改善／日常生活に必要不可欠な生活交通の確保／高度な情報通信技術の利
活用環境の形成／地域の社会的サービス等の充実
②中山間地域等における定住基盤の整備／防災性の向上
③中山間地域等における交流人口の拡大等による地域の活性化／中山間地域等における農林水産業等の
基幹産業の振興／半島地域における活性化
④集落の将来像に応じた公共的な投資・土地利用等のあり方の検討／集落存続対策／資源管理水準が著
しく低下した家屋・宅地・農用地・森林への対策

①都市部との定期的な交通アクセスの確保／離島地域における社会的サービス等の確保／離島地域にお
ける高度な情報通信技術の利活用環境の形成
②離島地域における島内の生活幹線道路の整備、高度情報通信基盤の整備／離島地域における汚水処理
対策の推進、漂流・漂着ゴミ対策の検討／国境・外洋離島等における一層の支援の検討
③交流人口の拡大による活性化／農林水産業等の基幹産業の振興

①離島地域の自立的発展に向けた定住条件や競争条件の改善
②島内における一定の生活圏域の形成
③離島地域にしかない特色や地域資源を活用した地域の活性化

①地理的制約等の厳しい地域における定住条件の改善
②地理的制約等の厳しい地域における定住環境の形成
③地理的制約等の厳しい地域における特色や地域資源を活用し
た活性化
④人口の減少・高齢化が著しく、維持・存続が危ぶまれる集落
への対策

広域連携プロジェクト 個別の施策・事業等の概要施策・事業等の分野

１．恵まれた地域資源を活用した
先導的で創造性あふれる地域づくり

２．多様な活動主体を基軸とした
地域づくりと地域の担い手育成

九
州
圏
の
各
地
域
の

個
性
を
活
か
し
た

先
導
的
な
地
域
づ
く
り

①地域資源を活用した全国でも先導的な地域づくりの推進／広域的な連携・交流による地域づくり
②世界遺産、世界ジオパークへの登録活動の推進／地域の個性ある景観形成による魅力ある地域づくり
歴史的な建造物等を保存・活用した地域づくり

①先導的な地域づくりの推進／新たな公による先導的な取組（高齢者、障害者福祉・子育て対策、防犯
・防災対策、居住環境整備、環境保全対策）の展開／身近な国土基盤における多様な担い手の参加・
参画の推進／多様な主体の活動環境の形成
②新たな公による活動・交流の支援／資金の小さな循環の形成／志ある投資の促進

①多様な主体の参加による先導的な取組の推進
②持続可能な地域づくりの実現

①恵まれた地域資源を活用した個性的で魅力ある地域づくり
②地域への愛着を醸成し、域外との交流促進にもつながる地域
づくり

６

７

九州圏広域地方計画 広域連携プロジェクト 構成イメージ

５


